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伊奈町保育士奨学金返済支援事業補助金交付要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、町内保育所等で新たに就労する保育士の奨学金返済

に係る費用の一部を支援することで、町内における保育人材の確保を図

り、もって保育士が働きやすい環境を整備することを目的とする。 

２ 前項の補助金の交付に関しては、伊奈町補助金等交付規則（平成１１

年規則第５号）に定めるもののほか、この要綱に定めるところによる。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。 

（１） 奨学金 保育士が学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８

３条に規定する大学、同法第１０８条に規定する短期大学又は同法第

１２５条に規定する専修学校の専門課程（以下「大学等」という。）

の就学時又は在学期間中の経費及び学費に充てることを主な目的とし

て、当該保育士が本人の名義で借り受けた資金のうち次に掲げるもの

をいう。 

 ア 日本学生支援機構奨学金 

 イ あしなが育英会奨学金 

 ウ 交通遺児育英会奨学金 

 エ その他これらに類する資金として、町長が奨学金に準ずると認め

るもの 

（２） 保育施設 次に掲げる町内の施設及び事業を行う事業所をい

う。 

 ア 保育所（児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第３９条第１

項に規定する保育所のうち私立のものをいう。） 

イ 小規模保育事業所（児童福祉法第６条の３第１０項に規定する小

規模保育事業を実施する事業所をいう。） 

ウ 認定こども園（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律（平成１８年法律第７７号）第２条第６項

に規定する施設をいう。） 

（補助金の対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者（以下「対象者」という。）は次の

各号のいずれにも該当する者とする。 
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 （１） 大学等の在学中に、奨学金の貸与を受けながら保育士の資格を

取得し、かつ当該奨学金を自ら返済している者 

（２） 保育施設に常勤の保育士として雇用が開始された日が令和５年

４月１日以降である者 

（３） 過去に保育士としての勤務実績がない者（ただし、埼玉県保育

士奨学金返済支援事業を実施する市町村内で別の対象施設等に連続し

て勤務する場合は、当該勤務は継続とし、勤務実績がない者とみな

す。） 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる者は、補助金の対象としない。 

 （１） 補助金の交付申請日において、奨学金の返済を延滞している者 

 （２） 奨学金を対象とした他の制度による補助金の交付を受け、又は

受ける予定にある者 

 （補助金の対象期間） 

第４条 補助金の交付対象期間は、対象者が前条に規定する要件を満たし

た日の属する月（当該日が月の初日でない場合は翌月。）から５年間と

する。ただし、要件を満たさなくなった場合には、当該日が属する月

（当該日が月の末日でない場合は前月。）を終期とする。 

２ 他市町村において、埼玉県保育士奨学金返済支援事業の補助金を受給

していた保育士が第２条第２号に規定する保育施設に空白期間を置かず

転職した場合については、引き続き町の補助金の対象として取り扱い、

前住所地の受給期間とあわせて５年間とする。 

３ 対象者が対象施設に就労中に育児休業を取得している間も、引き続き

奨学金を延滞なく返済している場合に限り、補助金の交付は続くものと

する。 

（補助金の交付申請） 

第５条 補助金等の交付を受けようとする者（「申請者」という。）は、

伊奈町保育士奨学金返済支援事業補助金交付申請書（第１号様式）に次

の各号に掲げる書類を添えて、毎年度町長の定める期限までに、町長に

提出しなければならない。 

 （１） 採用時の履歴書の写し 

 （２） 就労証明書（第２号様式） 

 （３） 保育士証の写し 

 （４） 奨学金等貸与機関が発行する奨学金等の貸与を証する書類の写 
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  し 

 （５） 奨学金等の全体の返済計画を確認することができる書類の写し 

 （６） 奨学金等の返済額を証する書類の写し（預金通帳、領収書等の

写し） 

 （７） その他町長が必要と認める書類 

（補助金の交付決定） 

第６条 町長は、前条の規定により申請者から補助金の交付申請があった

ときは、速やかにその内容を審査し、補助金の交付の可否を決定したと

きは、伊奈町保育士奨学金返済支援事業補助金交付決定（却下）通知書

（第３号様式）により、申請者に通知するものとする。 

（実績報告及び請求等） 

第７条 補助金の交付の決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）

は、交付対象期間において返済すべき奨学金を返済した後、町長が別に

定める期日までに伊奈町保育士奨学金返済支援事業補助金実績報告書兼

交付請求書（第４号様式）を町長に提出するものとする。 

２ 町長は、前項の規定により決定者より交付請求書の提出があった場合

には、速やかに補助金を交付するものとする。 

 （補助金の額） 

第８条 補助金の額は、対象者が申請を行う年度（以下「申請年度」とい

う。）において、次の各号により算出した補助基準額と補助対象経費を

比較し、いずれか低い額とする。ただし、算出された額に１，０００円

未満の端数が生じたときは、その端数は切り捨てるものとする。 

 （１） 補助基準額 申請年度における対象期間の月数に１５，０００

円を乗じて得た額 

（２） 補助対象経費 申請年度中に奨学金の返済に要した費用（元

金、利息に限る） 

（交付決定の取消し） 

第９条 町長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当するときは、補

助金の交付決定を取り消すことができる。 

 （１） 第３条第１項の要件に該当しなくなったとき。 

 （２） 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

 （３） 前２号に掲げるもののほか、町長が不適当と認める事由が生じ

たとき。 
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２ 前項の規定により補助金の交付決定を取り消したときは、伊奈町保育 

士奨学金返済支援事業補助金交付決定取消通知書（第５号様式）により 

交付決定者に通知するものとする。 

（補助金の返還） 

第１０条 町長は、前条の規定により補助金の交付決定を取り消したとき

は、補助金の全部又は一部の返還を求めることができる。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 


